
青
森
か
ら
宮
城
に
か
け
て
数
百
キ

ロ
メ

ー
ト
ル
に
も
な
る
三
陸
海
岸
は
名
勝
の
連

続
す
る
日
本
最
大
の
リ
ア
ス
式
海
岸
で
、

沖
合
を
カ
ヤ
ッ
ク
で
何
度
も
通
過
し
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
関
係
で
、
多
数
の
友
人

が
沿
岸
に
生
活
し
て
お
り
、
四
月
中
旬
に

数
日
で
は
あ
る
が
、
見
舞
い
の
た
め
に
訪

問
し
た
。
報
道
映
像
で
は
伝
達
さ
れ
な
い

臭
気
や
粉
塵
が
充
満
し
て
お
り
、
惨
状
は

の
う
い
わ

王
岩
」
が
無
事
か
ど
う
か
心
配
だ
と
い
う

の
で
確
認
に
出
掛
け
た
。
き
つ
り
つ

漁
港
の
外
側
の
海
中
に
屹
立
す
る
三
個

の
巨
岩
で
、
中
央
の
男
岩
は
細
長
い
石
柱

で
あ
る
が
、
正
面
か
ら
の
津
波
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
以
前
の
ま
ま
の
勇
姿
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
海
岸
を
南
下
す
る
と
国
指
定
天
然

記
念
物
の
「
蝋
燭
岩
」
が
あ
る
。
高
さ
四

0
メ
ー
ト
ル
、
上
部
は
幅
七
メ
ー
ト
ル
、

下
部
は
幅
三
メ
ー
ト
ル
と
い
う
脆
弱
な
形

状
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
無
事
で
あ
っ
た
。

こ
の
石
柱
よ
り
低
層
の

一
見
堅
固
な
建
物

が
各
地
で
破
壊
さ
れ
た
現
実
は
、
人
工
は

自
然
に
対
抗
で
き
な
い
こ
と
を
明
示
し
て

い
た
。

健
在
で
あ
っ
た
神
社
仏
閣

田
老
の
堤
防
の
頂
部
か
ら
集
落
を
見
渡

す
と
、
手
前
は
市
街
の
跡
形
も
な
い
荒
野

で
あ
る
が
、
集
落
の
端
部
に
あ
る
寺
院
は

無
偽
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
上
部
の
家
々
も

無
事
と
い
う
光
景
で
あ
っ
た
。
寺
院
は
津

波
の
到
達
限
界
に
建
立
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
以
後
、
各
地
の
被
災
現
場
で

観
察
し
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
寺
院
や

神
社
や
烏
居
が
以
前
の
ま
ま
残
存
し
て
い

た
。
そ
れ
以
前
の
津
波
で
の
流
失
の
経
験

先を読む一⑤

津
波
に
び
く
と
も
し
な
い
自
然

名
前

J

し
J

抹
殺
し
て
は
い
け
な
い
文
化
の
記
憶

想
像
↓
上
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
マ
ス
メ

デ
ィ

ア
で
は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
な
い
、

l
 

二
点
重
要
な
こ
と
を
発
見
し
た
。

宮
字
の
EB釦
地
区
は
昭
和
三
陸
津
波
の

直
後
力
ら
「
田
老
の
万
里
の
長
城
」
と
椰

楡
さ
れ
る
ほ
ど
の
長
大
な
堤
防
を
、
戦
時

一

の
中
断
は
あ
っ
た
も
の
の
、
四
五
年
間
と

か
ら
‘

一高
台
に
移
設
し
た
の
か
も
し
れ
な

い
が
、

rに
か
く
大
半
が
無
事
で
あ
っ
た
。

さ
に
驚
異
の
事
実
が
あ
っ
た
。
宮
古

の
港
』
の
出
口
に
正
印
叩
と
い
う
岩
山
が

一

あ
り
、
そ
の
足
元
の
岩
礁
に
地
元
で
は
「
龍

い
わ
れ
る
神
社
と
鳥
居
が
あ
る
。

一

神
様
」
「

岩
礁
は
海
面
よ
り
約
ニ
メ
ー
ト
ル
で
し
か

な
く
‘
一当
然
、
津
波
は
は
る
か
上
方
を
通

過
し
て
い
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

津
波
d
直
後
に
友
人
が
撮
影
し
た
写
真
に

は、

1
っ
も
カ
ヤ
ッ
ク
で
洋
上
か
ら
参
拝

し
て
1
た
ま
ま
の
神
社
と
鳥
居
が
存
在
し

て
い
た
。
神
仏
の
霊
験
と
か
奇
跡
と
し
か

l
 

表
現ー
中ぎ
な
い
が
、
驚
異
の
現
実
で
あ
る
。

や
や
冷
静
に
な
れ
ば
、
何
度
も
の
津
波

の
経
験
か
ら
安
全
な
場
所
が
選
定
さ
れ
た

」

だ
け
土
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
経
験
が
神

社
仏
閣
の
位
置
と
し
て
大
地
に
記
録
さ
れ

て
き
含

で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
経
験
の
最

大
の
i

積
は
地
名
で
あ
る
。
仙
台
市
若
林

区
の
延
岸
か
ら
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地

磨

一
浪
分
神
社
」
が
あ
る
。
こ
こ
ま
で

炭
長
波
が
到
達
し
て
―

一方
に
分
岐
し
た

記
録
し
た
神
社
で
あ
る
。
し
か
し
、

意
味
は
忘
却
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
海

昭
和
十
七
年
(
-
九
四
二
年
）
、
愛
知
県
生
ま
れ
。
東
京
大

学
工
学
部
卒
業
。
工
学
博
士
。
名
古
屋
大
学
工
学
部
教
授
、

東
京
大
学
工
学
部
教
授
、

同
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研

究
科
教
授
な
ど
を
経
て
、

平
成
十
五
年
、
東
京
大
学
名
誉

教
授
。「
未
来
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
紀
行
」
（北
海
道
建
設
新
聞

社）、

「ヤ
オ
ヨ
ロ
ズ
日
本
の
潜
在
力
」
（
講
談
社
）
、

「縮

小
文
明
の
展
望
」
（
東
京
大
学
出
版
会
）
な
ど
著
書
多
数
。

い
う
歳
月
を
か
け
て
構
築
し
て
き
た
。
一

九
六

0
年
五
月
二
四
日
襲
来
の
チ
リ
津
波

は
完
全
に
防
御
し
、
世
界
に
有
名
に
な
っ

た
が
、
今
回
は
堤
防
の
何
倍
も
の
高
さ
の

津
波
が
襲
来
し
、
堤
防
の
内
側
は
完
全
な

荒
野
に
な
っ
た
。
友
人
の
家
屋
も
土
台
ださん

け
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
友
人
が
「
三

岸
ま
で
の
低
地
に
発
展
し
て
き
た
市
街
は

今
回
全
滅
し
た
。

明
治
、
昭
和
、
平
成
の
市
町
村
大
合
併

は
大
地
に
記
録
さ
れ
た
地
名
を
大
量
に
消

滅
さ
せ
た

一
方
、
意
味
の
な
い
地
名
を
各

地
に
誕
生
さ
せ
た
。
秋
田
県
大
仙
市
は
偉

大
な
仙
人
が
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

お
お
ま
が
り

大
曲
と
仙
北
の
合
併
で
登
場
し
た
名
前
で

あ
る
。
さ
ら
に
郵
便
配
達
の
利
便
の
た
め

に
町
名
の
統
合
が
推
進
さ
れ
た
。
東
京
の

六
本
木

一
丁
目
は
五
町
を
合
併
し
た
地
域

で
あ
る
。
そ
の

一
部
の
旧
名
は
麻
布
谷
町

で
あ
り
、
地
形
を
表
現
し
て
い
た
が
、
豪

雨
で
冠
水
す
る
と
き
の
み
、
意
味
が
浮
上

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
回
の
地
震
と
津
波
が
明
確
に
し
た
第

一
は
、
文
明
と
い
う
名
前
に
集
約
さ
れ
る

技
術
が
社
会
を
便
利
に
快
適
に
し
た
こ
と

は
事
実
で
あ
る
が
、
所
詮
、
偉
大
な
自
然

に
は
対
抗
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
二

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
神
社
仏
閣
の
位

置
や
地
名
と
し
て
大
地
に
記
録
さ
れ
て
き

た
文
化
の
蓄
積
は
抹
消
さ
れ
た
り
忘
却
さ

れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。
文
明
を

後
退
さ
せ
る
必
要
は
な
い
が
、
棄
却
さ
れ

た
文
化
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
菫
要
な
情
報

を
回
復
す
る
努
力
を
す
る
時
代
で
あ
る
。

東
京
大
学
名
誉
教
授

つ
き

お

よ

し

お

月
尾
嘉
男

大
地
の
記
録
に
存
在
す
る
真
実
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